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B I
明冶お耳･べの併戴<について

被　服　105

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぞa 短期人営　　さ野保子

　目的　り本四刈ゐ洋服及唇の通好。を一息。詞呪テーマとしへヽゐク今C;うy裁１

の存狂に気づいてﾇ,しい。t t'iぺれまVの研島で，洋戴｜の発刊数や内容が，河杉沁の

渥程に反吠^ れてい石こk i雄i!>ヽめて?r-.本柵島でヽは　峙蓼丈よ,及動t^ k よばれゐ明冶

丿年代の肥黙乞μ。て　再び発刊つれr: 3碑代の洋戴i乞研呪対l tしt, この時べの推

武$ い^ 囁。特厭抑月いヽにレ　^ らr.　叫眼凌賂のぬ程に関する馮命を課めXしべ。

　劃責　国i.国/^図書薦町戒の洋戴< のすヵう，発刊年　内鼎滅に本研呪の目的に1)ヽなう

ヲ文献を蓮び. ir又献:" と(;, 内湊　構成　編集づn法等について検討じ恥。また　この時

代の風俗ヽ一般，衣生路等を裸る参浩蕩粁kレズw, 陳米どμ'j ''Jfn聞真成明冷禰年か　’

女孝報軋「風疹画軋t便用しに

　郎果　3四代・洋載零は.明冶前期。ようい羊服の啓考案　拿着考におわる内瀋のもの

はみられず。　イベてが凭用省I ないいのである.しかむ　親しみやすい一般恂3 . 本

勧四職業心岳さ／凛礎い蜜條%'k視に営址句さt:　ふ@的に応びた内鼎がいろバ

I'.闇しては,寸法断いwみられず，型紙を用いて断つフ>l -ハンドμ枇ぺ;!

　便用A い5 とんりが4 > チ乙･ある．釘り乙武5 れいヽる服稗は，名時-^ 々ヽAyi-^座卓^

ていた紳士服が多<. 善用漕がダなか，六･婦人服の杷戴は，弑業人向さの併載^i'降ら

ヽり，0 の時期の埓戴割i.明渚刀耳頃の洋服/^俊期('.丼服:釈伍を%'c t *人U "h,ヵ;

，研修，洪施絃歌等t ^

薦え.られ心.

B 2　　　明治期衣､服の研究一気九獄一　近江■ ;J＼林家( 5 ）

　　　　昭和々大家政　　村丼不ﾆｰ子　Ｏ後籐好子

　　　　昭和吻短大　　　守蔵格子

　目的　本報は、明治期における洋軋4入め貨* ヒ. 々の峙噴にっい７研究左凛fめるT-

ifO、基礎的データの収集としマの概態調食か９　, 昨年度( %八報）に引きっづい7 ヽ滋賀

県愛知郡小林家所爾の洋瓦賓料について、々の一部と報告す% もりでめる。

　古蔵　箆九租におい-Tは、有広型上衣路鮫着^ とりあげ、形態、素材.各部り甘側によ

る薦戌ﾉ？タ-ンの検討、縫製技廉、付属品屠の特噴にっいマ老衆する。

　結果　これまマ゛り調査によれば≒ふ林家所蔵の洋装資料の多くは、外国製であり, 回べ

目吟右衛門珈群行当時（明冶7θ坪）匯xし仁iのと伝沁られ7いる。第六報tr, 戸､揃い。ス

- ツ苓と同様、本多糾もiた国産品で口&いと推嘸されろ。縫製技広上り大きな特色とし

-jは、6 羞は. 叱較的簡易な単独立てブ■ある点、他。＼ M （々ストヒ揃い）につぃ-7 ロヽ

裏裏同布<n袷仕立ママ｀あゐ点があけ当れる。背広型におい7 t、高級注文服力ヽ5 .既製服

的、量産的性格をもっとのまブ動様であり、それい3ヽ紳士服の変遷および普瓦状況りー

端色物語ゐものr｀ある。


